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質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
広
が
り
、
市
民
に
不
安

が
募
っ
て
い
る
が
現
在
の
危
機
的

事
態
の
受
け
止
め
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

気
仙
管
内
で
も
教
育
・

保
育
施
設
や
飲
食
店
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
て
い
る
が
、
冷
静

に
行
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
本

防災集団移転団地（米崎町）
震災の経験・教訓を発信する

「3.11 仮設住宅体験館」（米崎町）

市
で
は
１
月
に
抗
原
検
査
キ
ッ
ト

を
無
料
配
布
し
た
。
県
も
３
月
末

ま
で
無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
継
続

し
て
お
り
、
気
仙
管
内
は
３
カ
所

で
検
査
で
き
る
。
改
め
て
、
基
本

的
な
感
染
対
策
の
徹
底
に
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
。

　

質
問　

感
染
し
、
自
宅
療
養
と

な
っ
た
場
合
の
支
援
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

自
宅
療
養
等
の
判
断
は

保
健
所
が
調
整
す
る
が
、
県
は
健

康
観
察
や
食
料
品
配
付
等
を
支
援

し
、
本
市
は
昨
年
度
か
ら
社
協
と

連
携
し
買
い
物
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

福
祉
分
野
の
待
遇
改
善
は

　

質
問　

福
祉
分
野
は
他
の
職
種

よ
り
も
低
い
賃
金
水
準
に
あ
る
が

処
遇
改
善
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

本
市
の
保
育
士
等
の
処

遇
改
善
は
、
法
人
立
保
育
園
の
保

育
士
お
よ
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
支
援
員
を
対
象
と
し
て
、
本
年

９
月
分
ま
で
の
給
与
改
善
に
資
す

る
も
の
を
対
象
に
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　

質
問　

本
市
の
独
自
施
策
の
考

え
は
。

　

答
弁　

運
営
母
体
の
違
い
に
よ

り
一
律
に
支
援
す
る
の
は
難
し
い
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
を

含
め
て
、
で
き
る
限
り
安
心
し
て

仕
事
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

防
集
団
地
の
賃
借
料
は

　

質
問　

防
災
集
団
移
転
団
地
の

賃
貸
料
を
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
事
情

　

質
問　

南
太
平
洋
に
あ
る
ト
ン

ガ
諸
島
付
近
で
の
大
規
模
噴
火
に

よ
り
発
表
さ
れ
た
津
波
警
報
に
伴

う
市
民
の
避
難
状
況
は
ど
う
だ
っ

た
か
。

　

答
弁　

指
定
避
難
所
に
34
世
帯

79
人
、
駐
車
場
に
約
30
台
避
難
し

て
い
た
。

ま
ち
の
活
性
化
は

　

質
問　

本
丸
公
園
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

市
民
に
親
し
ま
れ
る
公

園
、
ま
た
、
来
訪
者
が
「
震
災
・

減
災
、
そ
し
て
復
興
」
を
学
ぶ
場

と
し
て
、
中
心
商
店
街
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
本
丸
公
園
の
魅
力
を

高
め
て
い
く
。

本丸公園への避難階段（高田町）

　

質
問　

今
回
の
経
験
を
今
後
の

災
害
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

　

答
弁　

避
難
指
示
が
出
さ
れ
て

い
る
時
、
必
ず
対
象
地
域
に
い
る

人
は
避
難
す
る
よ
う
改
め
て
周
知

す
る
。ま
た
、冬
時
期
の
深
夜
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
各
自
の
非
常
持
ち

出
し
の
中
に
寒
さ
を
し
の
げ
る
物

の
準
備
を
お
願
い
し
た
い
。

　

質
問　

津
波
警
報
の
発
表
中
、

避
難
指
示
区
域
で
の
営
業
活
動
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

営
業
中
の
事
業
所
に
対

し
避
難
を
お
願
い
し
た
が
、
現
在

の
法
律
で
は
最
終
的
に
避
難
す
る

か
ど
う
か
は
個
人
や
事
業
所
の
判

断
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
津
波

か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
避
難
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
き

た
い
。

ピ
ー
カ
ン
の
展
望
は

　

質
問　

ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
事
業

の
主
た
る
目
的
は
な
に
か
。

　

答
弁　

新
産
業
の
創
出
に
よ
る

地
方
創
生
の
中
長
期
的
な
取
り
組

み
と
位
置
付
け
、
地
域
資
源
と
し

て
の
生
産
、
加
工
及
び
６
次
産
業

化
を
進
め
、
雇
用
創
出
、
観
光
資

源
、
食
文
化
の
発
信
な
ど
、
多
角

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

質
問　

事
業
に
お
け
る
市
の
役

割
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

事
業
立
ち
上
げ
時
は
、

市
が
主
体
と
な
り
進
め
て
き
た

が
、
今
後
は
関
係
各
所
と
連
携
・

協
力
し
て
ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
の
普

及
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
む
。
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公
共
施
設
の
維
持
管
理
は

　
　

計
画
に
対
し
費
用
を
６
割
に
圧
縮

津
波
警
報
へ
の
対
応
は

　
　

避
難
は
個
人
や
事
業
所
の
判
断

　

質
問　

陸
前
高
田
市
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
の
取
り
組
み
成

果
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

施
設
ご
と
の
光
熱
水
費

に
よ
っ
て
交
流
人
口
の
拡
大
と
と

も
に
経
済
を
発
展
さ
せ
て
い
く
と

い
う
方
向
性
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

交
流
人
口
拡
大
策
は

　

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
し
た

交
流
人
口
拡
大
事
業
の
成
果
と
今

後
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

や
法
定
点
検
に
要
す
る
費
用
、
工

事
費
等
を
維
持
管
理
費
と
し
て
把

握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
の
進
捗
管
理
を

行
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
に
よ
り
、
建
築

物
系
施
設
で
当
初
見
込
ん
で
い
た

更
新
費
用
年
額
11
億
円
に
対
し

て
、
決
算
額
ベ
ー
ス
で
令
和
２
年

度
が
約
７
億
円
、
令
和
元
年
度
が

約
６
億
５
５
０
０
万
円
と
、
計
画

に
対
し
て
６
割
程
度
に
圧
縮
で
き

た 

。 

　

質
問　

県
内
の
類
似
団
体
で
公

共
施
設
の
延
べ
床
面
積
を
比
較
す

る
と
、
本
市
の
１
人
当
た
り
の
延

べ
床
面
積
が
一
番
広
い
が
、
こ
の

広
さ
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

答
弁　

比
較
し
て
ど
う
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
例
え
ば
ス
ポ
ー

ツ
施
設
を
充
実
さ
せ
て
合
宿
誘
致

を
図
っ
て
い
く
。
あ
る
い
は
大
会

誘
致
を
図
っ
て
い
く
。
そ
の
こ
と

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
県
内

や
東
北
管
内
か
ら
の
修
学
旅
行
、

教
育
旅
行
の
行
き
先
が
関
東
圏
か

ら
県
内
、
近
県
に
な
る
傾
向
に
あ

る
。
そ
れ
ら
の
学
校
が
「
防
災
・

減
災
を
学
ぶ
」
場
と
し
て
、
本
市

を
選
択
し
、来
訪
者
が
増
加
し
た
。

今
後
は
震
災
の
経
験
・
教
訓
を
将

来
に
わ
た
っ
て
社
会
に
発
信
・
還

元
す
る「
命
を
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
」

と
し
て
、
旧
高
田
東
中
学
校
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
３
・
11
仮
設
住

宅
体
験
館
」
や
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ラ
ン
ド
と
も
連
携
し
、
新
た
な
形

を
広
げ
て
い
き
た
い
。

か
ら
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

賃
貸
借
料
は
当
初
10
年

間
は
譲
渡
金
額
の
１
・
５
％
、
そ

れ
以
降
は
３
％
と
し
て
い
る
が
、

改
め
て
検
討
を
行
う
。

大和田 加代子
 （碧　い　風）

佐々木  一義
 （創　生　会）

大坪  涼子  
 （日本共産党）

３
回
目
ワ
ク
チ
ン
の
現
状
は

　

65
歳
以
上
の
接
種
率
は
64
・
５
％


